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皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
し
た
第
67

回
大
磯
西
行
祭
献
詠
俳
句
・
短
歌
の

各
部
門
の
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し

た
。
選
者
の
献
詠
さ
れ
た
句
・
歌
及

び
入
選
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
学
校
は
応
募
時
の
も
の
）

【
選
者
】

◎
献
詠
句

本
井　
英

　
西
行
忌
虎
御
前
に
も
会
釈
し
て

山
田　
真
砂
年

　
ち
く
ち
く
と
飛
砂
が
顔
打
つ
西
行
忌

岸
本　
尚
毅

　
こ
の
庵
の
庵
主
無
事
な
り
地
虫
出
づ

山
西　
雅
子

　
木
の
間
よ
り
白
波
の
穂
や
西
行
忌

今
村　
妙
子

　
花
の
雨
本
降
り
と
な
り
円
位
の
忌

◎
献
詠
歌

今
井　
恵
子

　

�

白
墨
に
指
よ
ご
し
つ
つ
直
線
は
美

し
い
だ
ろ
う
と
先
生
あ
り
き

花
山　
多
佳
子

　

�

畳
は
な
る
鱗
描
か
れ
て
児
の
竜
は

く
つ
き
り
と
ゆ
く
今
年
の
葉
書
に

【
応
募
入
選
作
品
】

◎
献
詠
俳
句

〈
一
般
の
部
〉

　
応
募
総
数
４
２
１
句

第
一
位　
東
京
都
文
京
区

岡
本　
千
晶

　
退
院
の
タ
ク
シ
ー
に
入
る
冬
日
か
な

第
6７
回
大
磯
西
行
祭

献
詠
俳
句・短
歌
入
選
作
決
定
！！

第
二
位　
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市

長
島　
久
江

　
方
言
に
慣
れ
て
く
る
子
や
山
笑
ふ

第
三
位　
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市

塚
本　
治
彦

　
御
用
邸
続
き
の
磯
や
鹿
尾
菜
刈

第
四
位　
東
京
都
目
黒
区

戸
上　
晶
子

　
願
は
く
ば
藻
屑
と
な
り
て
西
行
忌

〈
小
学
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
2７
句

第
一
位　
大
磯
町
立
大
磯
小
学
校

梅
山　
容
子

　

�

さ
く
ら
が
い
浜
で
見
つ
け
た
た
か

ら
も
の

第
二
位　
平
塚
市
立
富
士
見
小
学
校

西
海　
伸
哉

　
黄
金
虫
食
べ
る
葉
っ
ぱ
は
針
葉
樹

第
三
位　
学
校
法
人
燈
影
学
園
一
燈

園
小
学
校

太
田　
慈

　

�

ク
マ
み
た
い
ふ
と
ん
か
ん
そ
う

だ
っ
こ
す
る

第
四
位　
大
磯
町
立
大
磯
小
学
校

深
澤　
龍
ノ
介

　
白
い
息
機
関
車
み
た
い
だ
走
る
僕

〈
中
学
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
７３
句

第
一
位　
済
美
平
成
中
等
教
育
学
校

川
口　
心
実

　
教
科
書
の
落
書
き
消
す
や
春
近
し

第
二
位　
済
美
平
成
中
等
教
育
学
校

小
原　
杏
奈

　
弦
緩
み
締
め
て
は
緩
み
冬
麗

第
三
位　
美
馬
市
立
江
原
中
学
校

坂
本　
梓

　
そ
ぞ
ろ
寒
正
義
正
義
と
拳
挙
げ

第
四
位　
星
野
学
園
中
学
校（
埼
玉
県
）

柿
沼　
さ
く
ら

　

�

ほ
っ
く
ほ
く
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
煮
物

心
ま
で

〈
高
校
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
２
７
０
句

第
一
位　
愛
知
県
立
時
習
館
高
等
学
校

山
田　
ひ
な
の

　
陽
だ
ま
り
の
中
へ
中
へ
と
寒
雀

第
二
位　
岩
手
県
立
水
沢
高
等
学
校

引
地　
佳
歩

　

�

指
文
字
の
「
の
」
ま
で
覚
え
て
春

近
し

第
三
位　
徳
島
県
立
脇
町
高
等
学
校

日
浦　
和
美

　
霜
下
り
て
ガ
ラ
ス
を
伝
う
小
さ
き
手

第
四
位　
徳
島
県
立
脇
町
高
等
学
校

仁
尾　
夏
子

　
�

茶
と
ワ
イ
ン
暖
炉
の
前
で
今
日
の

こ
と

◎
献
詠
短
歌

〈
一
般
の
部
〉

　
応
募
総
数
２
５
２
首

第
一
位　
石
川
県
金
沢
市

渡
邉　
美
愛

　

�

い
も
う
と
の
胸
に
ち
い
さ
き
白
百
合

を
置
ひ
て
祖
父
母
は
葬
場
を
出
づ

第
二
位　
京
都
府
京
都
市

小
池　
ひ
ろ
み

　

�

近
づ
け
ば
静
か
に
香
り
始
め
た
り

夜
の
窓
辺
に
置
か
れ
し
柚
子
は

第
三
位　
愛
知
県
岡
崎
市

西
村　
愛
美

　

�

お
互
い
の
母
ほ
ど
よ
き
思
い
出
を

従
姉
妹
と
語
る
法
要
の
あ
と

第
四
位　
神
奈
川
県
愛
甲
郡

冨
田　
茂
子

　

�

晩
秋
の
陽
に
柿
の
実
の
あ
か
あ
か

と
照
り
い
る
戦
火
な
き
国
に
在
り

〈
小
・
中
学
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
48
首

第
一
位　
岩
沼
市
立
岩
沼
中
学
校

後
藤　
嘉
杏

　

�

嘘
つ
い
て
み
ん
な
の
期
待
に
応
え

て
は
見
え
な
く
な
っ
た
本
当
の
自

分
第
二
位　
岩
沼
市
立
岩
沼
中
学
校

清
水　
柊
平

　

�

世
界
で
は
い
ろ
ん
な
話
題
が
交
差

す
る
ま
た
た
く
幾
千
の
流
星
群
の

よ
う

第
三
位　
山
口
大
学
教
育
学
部
附
属

光
中
学
校

横
道　
玄

　

�

キ
ャ
ッ
チ
し
た
は
ず
の
ボ
ー
ル
が

ネ
ッ
ト
揺
ら
す
わ
ず
か
で
い
い
ん

だ
時
を
戻
し
て

第
四
位　
大
磯
町
立
大
磯
小
学
校

宇
野　
美
咲

　

�

赤
と
ん
ぼ
羽
を
な
び
か
せ
空
を
と

ぶ
す
ば
し
っ
こ
く
て
つ
か
ま
ら
な

い
よ

〈
高
校
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
２
４
６
首

第
一
位　
星
野
高
等
学
校（
埼
玉
県
）

齊
藤　
栞

　

�

背
が
高
く
な
っ
た
気
が
し
て
歯
磨

き
を
す
る
兄
の
横
ま
た
立
っ
て
み

る
第
二
位　
滋
賀
県
立
膳
所
高
等
学
校

池
田　
玲
亜

　

�

君
の
髪
、
腕
、
足
、
瞳
持
っ
て
い

る
人
で
も
君
に
は
な
れ
な
か
っ
た

第
三
位　
徳
島
県
立
脇
町
高
等
学
校

阿
部　
夕
希
乃

　

�

セ
ー
ラ
ー
服
腕
を
通
し
た
瞬
間
に

ふ
と
感
じ
る
冬
の
訪
れ

第
四
位　
神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校

佐
野　
晃
太

　

�「
最
近
の
若
者
は
」
な
ん
て
い
う

け
れ
ど
芋
煮
が
好
き
な
僕
も
い
ま

す
よ

問
　
産
業
観
光
課　
☎
内
線
３
３
４

　
鴫
立
庵　
☎
（
61
）
６
９
２
６


